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10 月 17 日（土）大志公民館において、大志連区 

地域づくり協議会部会員・役員合同会議が、コロナ対 

応をとりながら、開催されました。11 月２９日自主 

防災リーダー会員のみで行う防災訓練に向けて、市役 

所や大志小学校と何度も打ち合わせを重ねてきまし 

た（詳細は裏面）。それらの内容を踏まえ、会議では、 

自主防災体制の確立や防災訓練、団体間連携による活 

動活性化について、話し合われました。 
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＜事業内容の状況報告＞ 

①公民館 

・公民館主催行事は、中止。文化展も中止。 

・小学校２年生の地域の施設見学を行った。 

②町会長会 

・一度も一堂に会していない。初めて会ったのが、９

月の共同募金説明会で、欠席者などもあった。 

③児童館 

・クリスマス会とおひな祭り会は、予定である。 

④児童育成 

・秋のティーボール講習会を実施予定。 

⑤歴文会 

・桃花祭、夏の歴史文化教室は中止。市の投票制度は

なくなった。資金源はなくなったが、子どもたちが

楽しみにしているところでもあるので、大志連区

の取り組み行事にならないかと思っている。 

⑥民生 

・訪問は１０月から行っている。年末も行う予定。 

⑦社協大志支会 

・敬老会のお祝いはよいアイデアで好評であった。今

までは出席された方に配られたが、今回は資格者

に配られたことと、年配の方が買い物に出かけた

り、大志連区のいろんな店を知ったりすることが

できた。よく考えられたよい企画であった。 

 

予算額 

66 万円 

第４８号 

１０月１７日 大志連区地域づくり協議会 合同会議開催

来年度から「大志連区提案事業」開始            

＜提案事業の進捗状況＞ 

・１０／５提案事業計画が受理された。 

・１年目の来年度の事業計画は、防災備品整備事業と

して、避難所用間仕切り１２個（48 部屋）、間仕

切り内アルミベッド２４台、間仕切り内補助ベッ

ド２０個、カセット式発電機１台、避難所用大型テ

レビ１式を購入予定、緊急連絡網整備事業として、

地域づくり協議会の HP に避難所運営情報配信や

安否確認機能追加する予定である。 

＜自主防災体制の確立（３年目）＞ 

・避難所では、来た人の人権やプライバシーを確保

し、健康で関連死等が起きないよう受入れる必要

がある。①やれる範囲の避難所運営、②短期避難を

想定、③あらかじめ組織を作っておき来られた人

で避難所を立ち上げる、の３つの観点から避難所

運営を考えているが、現在の大志のマニュアルは

すごく不足している。そこで、今回の防災訓練で、

開設当初の動き・発電機の置き場所や断水時の水

の確保の仕方・コロナ対応の受付の仕方を具体的

に行い、それを避難所運営 

マニュアルに反映させる。 

避難所運営マニュアルの不 

足なところを補うために今 

回の防災訓練を企画した。 

https://138daishi.org/
mailto:138daishi.chiiki@gmail.com
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 大志連区地域づくり協議会と一宮市や学校との協議・打ち合わせ

で、防災関連の数々の施設・備品が設置・整備されていることが分か

りました。その一部をご紹介します。 

 

 

昨年の耐震水道管工事の結果、佐千原浄水場から大志間の給水

ルートとなる水道管が耐震化されて、「応急給水栓」の接続口が小

学校に設置されました。大規模災害時、断水した場合には、上下

水道部職員や委託業者が接続口に応急給水栓を設置、応急給水栓

には、蛇口が 4 口ついており、その蛇口から給水します。 

 

 

受水槽に給水栓を付けて、蛇口が設置できる工事も完了してい

ます。災害時には、受水槽の給水栓に蛇口ハンドルを取り付けて、

受水槽分の水が給水できます。 

 

 

コロナ対応で、屋内運道場を使用した避難所の定員が 40％の 80 人に抑えられることになり

ました。定員を超えて、避難所が密となった場合、大志小学校の「ゆめの広場」と 2 つの教室が

使用できるよう協議が進められています。新型コロナウイルス等の感染者や濃厚接触者が避難す

る場所として、2 つの特別教室を準備するよう協議しています。 

 

 

屋運天井の照明機 LED 化工事は昨年度完了しました。今年度は、省電力化された LED 照明

機を、防災備蓄倉庫内にある発電機で点灯できる様、改造工事が予定されています。屋運だけで

はなくトイレや廊下も、停電時、発電機で一部照明できるようになります。 

 

 

NTT 回線直の緊急公衆電話が 1 台設置されました。これは停電時にも使用

でき、避難所等が開設された際には利用可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「町会長会：県民交通安全街頭監視活動」１２／４（金）７：４５交差点 

「児童館：クリスマス会」１２／１９（土）１０：００大志児童館 

「町会長会：年末防犯パトロール」５回１２／２０・２２・２４・２６・２８ 

「女性の会：料理教室」１２／２２（火）大志公民館 

「小学校：終業式」１２／２３（水）大志小学校 

       １２／２４（木）～１／６（水）冬休み  

「民生児童委員協議会：独居高齢者年末訪問」 

「社協大志支会：微笑みさわやか体操」中止 

「公民館：親子で楽しい野菜づくり」中止 

「高齢者生きがい：教養講座」中止 

 

 

 

一宮市の『防災』への新しい取り組み            

＜１２月の予定＞ 

【応急給水栓】 

【受水槽給水栓】 

【避難所の定員を超えた場合など】 

【屋内運道場照明の LED化工事】 

【特設公衆電話】 

応急給水栓 

受水槽給水栓 

特設公衆電話 


